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1

会議所の動き

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

会
員
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
新
春
を
迎
え
益
々

ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。又
日
頃
よ
り
当
所
業
務
に
つ
き
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
因
島
商
工

会
議
所
は
昨
年
創
立
60
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と

は
、ひ
と
え
に
会
員
並
び
に
関
係
者
各

位
の
皆
様
方
の
お
陰
と
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、我
国
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

効
果
に
よ
り
円
安
が
一
気
に
進
行
し

少
し
は
上
向
い
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、

中
小
企
業
に
お
け
る
情
勢
は
依
然
と

厳
し
さ
が
根
強
く
、景
気
回
復
の
実
感

が
沸
か
ず
今
後
も
緻
密
な
対
策
が
必

要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
因
島
地
区
は
、広
島
県
・
愛
媛
県

の
広
域
連
携
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
瀬
戸

内
し
ま
の
わ
博
覧
会「
瀬
戸
内
し
ま
の

わ
２
０
１
４
」の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
あ
り
、ま
た
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線
全
線
開
通
と
な
り
、し
ま

な
み
海
道
と
連
携
し
て
、当
地
区
へ
の

来
島
者
数
が
増
加
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。造
船
２
０
１
４
年

問
題
は
近
況
と
し
て
は
厳
し
い
状
態

は
脱
し
て
お
り
、幾
分
明
る
さ
が
あ

り
、今
は
大
き
な
転
換
期
と
思
わ
れ
ま

す
。ま
た
２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、う
ま

く
噛
み
合
え
ば
元
気
な
町
づ
く
り
に

繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、当
所
と
し
て
は

向
こ
う
３
年
間
の
中
期
目
標
と
し
て
、

も
の
づ
く
り
産
業
の
拠
点
と
し
て
の

「
造
船
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
産
業

づ
く
り
」、金
融
・
人
材
面
の
支
援
並
び

に
研
修
会
・
講
習
会
等
実
施
に
よ
る
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る「
中
小
企
業
・
零

細
企
業
支
援
」、新
た
な
産
業
の
育
成

と
し
て
の「
産
業
の
活
性
化
」、以
上
を

目
標
の
柱
と
し
て
一
丸
と
な
り
積
極

的
に
取
り
組
み
、又
因
島
水
軍
ま
つ

り
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
国
内
外
を
通
じ

多
く
の
人
を
迎
え
ら
れ
る
様
な
体
制
づ

く
り
を
し
て
い
き
、「
元
気
で
魅
力
あ
る

因
島
」を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
会
員
並
び
に
関
係
各
位
の

一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈

念
し
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
24
日
に
当
所
事
務

所
を
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、更
な
る
業
務
の
改
善
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

移
転
後
の
住
所

〒
７
２
２‐

２
３
２
３
広
島
県
尾
道
市

因
島
土
生
町
１
７
６
２‐

３
８

因
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
１
階（
旧
広
島

県
信
用
組
合
因
島
支
店
ビ
ル
）

電
話
番
号
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
の
変
更

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

委
託
団
体
の
移
転（
同
時
移
転
）

日
本
珠
算
連
盟
因
島
支
部
・
尾
道
青
色

申
告
会
因
島
地
区
会
・
因
島
料
飲
組

合
・
因
島
商
工
会
議
所
労
働
保
険
事
務

組
合
・
因
島
労
働
保
険
事
務
組
合
連
絡

協
議
会
・
因
島
商
店
街
連
絡
協
議
会
・

因
島
中
金
会
・
尾
道
市
ゴ
ル
フ
協
会
因

島
支
部

　

左
記
の
テ
ナ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

順
次
移
転
予
定

新
ビ
ル
２
Ｆ

　
・
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
因
島
分
室

　
・
因
島
郷
心
会

新
ビ
ル
３
Ｆ

　
・
尾
道
因
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
・
尾
道
せ
と
う
ち
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
・
㈱
マ
ス
ハ
ラ
楽
器

　
・（
一
社
）因
島
青
年
会
議
所

※

全
て
の
テ
ナ
ン
ト
移
転
完
了
ま
で

は
、駐
車
場
は
従
来
通
り
運
営
い
た
し

ま
す
が
各
テ
ナ
ン
ト
移
転
後
に
旧
因

島
商
工
会
議
所
ビ
ル
は
老
朽
化
に
よ

り
取
り
壊
し
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。ビ
ル
解
体
に
伴
い
、駐
車
場
業
務

を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。赤
松
駐
車

場
ご
利
用
の
お
客
様
、ご
契
約
者
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。つ
き
ま
し

て
は
、定
期
駐
車
ご
解
約
の
際
に
敷
金

を
返
金
い
た
し
ま
す
の
で
、大
変
お
手

数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
２
月
末
日
ま

で
に
当
所
新
ビ
ル
１
階
事
務
所
ま
で

お
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
頭
挨
拶

　

元
気
で
魅
力
あ
る
因
島
を
！

『
因
島
商
工
会
議
所

　

中
小
企
業
相
談
所

事
務
所
を
移
転
い
た
し
ま
し
た
』

因
島
商
工
会
議
所　

会
頭　

村
上
祐
司

旧会議所ビル

新因島商工会議所ビル

●もみじ銀行●もみじ銀行
　因島支店　因島支店
●もみじ銀行
　因島支店

●眞田クリニック●眞田クリニック●眞田クリニック
ローソン●ローソン●

因島土生町店　因島土生町店　
ローソン●

因島土生町店　
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会議所の動き

尾
道
市
へ
要
望
書
提
出

　

当
所
の
三
役
及
び
６
常
任
委
員
会

（
総
務
、経
済
、工
業
、商
業
、観
光
運

輸
、地
域
開
発
）に
お
い
て
、要
望
事
項

を
以
下
３
項
目
に
取
り
ま
と
め
、村
上

会
頭
他
２
名
に
よ
り
12
月
25
日
に
尾

道
市
長
へ
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。

〈
要　

望　

書
〉

1.
日
立
造
船
西
門
〜
家
老
渡
バ
ス
停

間
の
道
路
が
狭
い
箇
所
が
多
く
、朝

夕
の
通
勤
時
は
特
に
車
が
混
み
合

い
、離
合
困
難
で
あ
り
事
故
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
た
め
、

早
期
に
離
合
場
所
の
設
置
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

2.
法
務
局
に
お
け
る「
登
記
事
項
証
明

書
等
の
交
付
請
求
の
た
め
の
発
行

請
求
機
」の
因
島
・
瀬
戸
田
地
区
へ

の
設
置
に
対
し
、ご
支
援
、ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

平
成
８
年
３
月
、広
島
法
務
局
因

島
出
張
所
が
尾
道
支
局
に
統
合
さ

れ
ま
し
た
。当
時
、登
記
証
明
等
の

交
付
請
求
に
つ
い
て
、橋
の
通
行
料

な
ど
経
済
的
、時
間
的
に
多
大
な
損

失
を
蒙
る
と
し
て
、統
合
反
対
署
名

や
集
会
、さ
ら
に
数
回
に
渡
り
当
時

の
法
務
大
臣
に
陳
情
を
行
い
ま
し

た
。法
務
省
に
お
か
れ
て
は
、地
元

の
事
情
を
勘
案
し
、出
来
る
限
り
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い

よ
う
努
力
す
る
と
の
事
で
、地
元
の

要
望
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、そ
の

結
果
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
の
設

置
、登
記
相
談
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

そ
の
後
、因
島
出
張
所
廃
止
後
の

代
替
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
関
す
る
協

議
会
に
お
い
て
、当
時
の
民
事
行
政

部
長
は「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
に
よ
る

登
記
簿
謄
本
等
の
取
得
が
出
来
る

よ
う
に
な
れ
ば
、直
ち
に
当
地
域
に

設
置
す
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
う
し
た
経
過
、状
況
下
に
お
い

て
、法
務
省
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

の
進
展
に
伴
い「
発
行
請
求
機
」を

県
内
で
も
４
ヶ
所
設
置
し
て
お
り

ま
す
が
、未
だ
当
地
域
に
は
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

つ
き
ま
し
て
は
、是
非
と
も
当
地

域
へ
の「
発
行
請
求
機
」の
設
置
に

つ
い
て
、ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

3.
水
軍
の
島
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
出
城
周
辺
の

整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

因
島
に
は
村
上
水
軍
の
出
城
が

各
町
に
点
在
し
て
お
り
、歴
史
愛
好

家
を
中
心
に
訪
れ
る
観
光
客
も
多

く
、貴
重
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、水
軍
ま
つ
り
で
は
、各

町
の
出
城
か
ら
水
軍
城
に
集
結
し
、

出
陣
式
を
行
な
う
と
い
っ
た
歴
史

に
沿
っ
た
形
の
儀
式
を
検
討
中
で

す
。

　
　

さ
ら
に
、瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０

１
４
を
控
え
、ま
た
最
近
の
村
上
水

軍
に
関
す
る
書
籍
が
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
る
な
ど
、し
ま
な
み
海
道

水
軍
ル
ー
ト
が
脚
光
を
浴
び
つ
つ

あ
る
な
か
、今
後
村
上
水
軍
を
テ
ー

マ
に
し
た
観
光
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、こ
の
機
を
捉
え
、水
軍

の
島
と
し
て
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、村
上
水
軍
の
島

と
し
て
の
貴
重
な
ア
イ
テ
ム
で
あ

る
出
城
周
辺
の
現
状
は
、歩
道
に
危

険
箇
所
が
あ
り
、案
内
看
板
・
説
明

板
等
も
老
朽
化
・
不
足
し
て
お
り
、

早
急
な
復
旧
が
必
要
な
状
態
で
す
。

中
に
は
地
域
住
民
等
に
よ
る
草
刈

り
・
清
掃
等
を
行
な
っ
て
い
る
出
城

も
あ
り
ま
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
活
動
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　
　

つ
き
ま
し
て
は
、歩
道
、看
板
等

の
復
旧
整
備
と
さ
ら
に
観
光
客
に

対
す
る
利
便
性
と
魅
力
ア
ッ
プ
の

た
め
、駐
車
場
や
あ
ず
ま
屋
の
整
備

に
つ
き
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

因
島
商
工
会
議
所
が
世
話
人
と
な

り
、２
０
１
４
年
因
島
地
区
新
年
互
礼

会
を
１
月
９
日
㈭
午
後
６
時
か
ら

ポ
ー
ト
ピ
ア
は
ぶ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

島
内
外
か
ら
関
係
機
関
、各
種
団
体

の
長
、当
所
議
員･

参
与
な
ど
１
１
４

名
の
参
加
が
あ
り
盛
会
裏
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
世
話
人
を
代
表
し
て
当
所

村
上
会
頭
の
挨
拶
の
後
、来
賓
を
代
表

し
て
郷
力
尾
道
市
副
市
長
か
ら
祝
辞

を
頂
戴
し
ま
し
た
。そ
の
後
、島
外
か

ら
の
ご
来
賓
の
紹
介
に
続
い
て
、ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
因
島
獅
子
舞
保

存
会
に
よ
る
獅
子
舞
の
披
露
が
あ
り
、

松
浦
県
議
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
祝

宴
に
入
り
ま
し
た
。最
後
に
藤
本
尾
道

市
議
会
議
長
の
締
め
の
言
葉
で
互
礼

会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

因
島
地
区
新
年
互
礼
会
盛
会
に
開
催

島
内
外
か
ら
１
０
０
余
名
が
参
加



会議所の動き

　

第
59
回
を
迎
え
た
因
島
商
工
会
議
所
の
優

良
従
業
員
表
彰
式
を
、
12
月
10
日
午
後
６
時

か
ら
因
島
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、

会
員
事
業
所
の
従
業
員
74
名
の
方
々
を
表
彰

し
ま
し
た
。被
表
彰
者
に
は
賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
て
そ
の
功
績
を
称
え
た
。最
後
に

被
表
彰
者
代
表
と
し
て
、
40
年
表
彰
を
受
け

た
内
海
造
船
㈱
の
久
保
勝
幸
さ
ん
が
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後「
会
員
と
共
済
加
入
者
の

集
い
」を
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、夫
婦
漫
才

〝
大
助
・
花
子
〞
で
人
気
の
宮
川
花
子
さ
ん

を
お
招
き
し
て『
愛
を
見
つ
け
た
』の
テ
ー
マ

で
ご
講
演
い
た
だ
き
、来
場
者
は
一
般
の
参

加
者
も
含
め
９
０
０
名
余
り
で
し
た
。最
後

に
60
周
年
記
念
で
当
選
総
額
を
増
額
し
た
抽

選
会
を
行
い
、終
了
と
な
り
ま
し
た
。

被
表
彰
者
名
簿

10
年
表
彰

■
事
業
所
数
14
件
■
被
表
彰
者
数
32
名

イ
ワ
キ
テ
ッ
ク
㈱　
　

岩
本　

庄
二
郎

　
　
　
　

〃　
　
　
　

宮
地　
　

浩
二

　
　
　
　

〃　
　
　
　

本
岡　
　

雅
裕

因
の
島
運
輸
㈱　
　

片
平　
　
　

彰

因
の
島
ガ
ス
㈱　
　

森
本　
　

晃
二

因
島
鉄
工
㈱　
　

井
川　
　

忠
宣

　
　
　
　

〃　
　
　
　

能
浦　
　
　

信

　
　
　
　

〃　
　
　
　

村
上　
　

睦
美

圓
光
産
業
㈱　
　

前
田　
　

安
良

サ
ン
ラ
イ
ト
工
業
㈲　

中
川　
　

龍
一

　
　
　
　

〃　
　
　
　

村
上　
　

哲
朗

　
　
　
　

〃　
　
　
　

山
岡　
　

衆
治

㈱
三
和
ド
ッ
ク　
　

井
原　
　

慎
二

　
　
　
　

〃　
　
　
　

木
村　
　
　

亮

　
　
　
　

〃　
　
　
　

桑
元　
　

俊
介

　
　
　
　

〃　
　
　
　

平
野　
　

雄
一

　
　
　
　

〃　
　
　
　

松
浦　
　

宏
浩

　
　
　
　

〃　
　
　
　

森
田　
　

俊
樹

㈲

東

亜
　
　

簀
戸　

カ
ズ
エ

東
幸
海
運
㈱　
　

新
開　
　

和
美

日
昇
無
線
㈱　
　

尼
子　
　

貴
昌

㈱
橋
本
組
　
　

村
上　
　

公
一

　
　
　
　

〃　
　
　
　

元
川　
　

伸
幸

㈱
ミ
チ
フ
ク　
　

佐
々
繁　

里
美

　
　
　
　

〃　
　
　
　

村
上　
　

真
弓

㈱
メ
レ
ッ
ク　
　

公
文　
　

伸
彦

(

社
福)

若
葉　
　

大
本　
　
　

竜

　
　
　
　

〃　
　
　
　

岡
野　
　

広
邦

　
　
　
　

〃　
　
　
　

柏
原　

美
由
紀

　
　
　
　

〃　
　
　
　

宮
地　
　

博
文

　
　
　
　

〃　
　
　
　

村
上　
　

裕
美

　
　
　
　

〃　
　
　
　

村
田　
　

由
美

20
年
表
彰

■
事
業
所
数
13
件
■
被
表
彰
者
数
24
名

イ
ワ
キ
テ
ッ
ク
㈱　
　

亀
井　
　

裕
一

因
の
島
ガ
ス
㈱　
　

岡
野　
　

伸
子

　
　
　
　

〃　
　
　
　

田
頭　
　

広
行

因
島
鉄
工
㈱　
　

吉
田　
　

謙
二

因
島
鉄
工
業
団
地(

協)　
柏
原　
　

昌
彦

圓
光
産
業
㈱　
　

作
田　
　
　

修

　
　
　
　

〃　
　
　
　

渡
辺　
　

浩
二

㈱
三
和
ド
ッ
ク　
　

柏
原　
　

政
幸

　
　
　
　

〃　
　
　
　

田
辺　
　

澄
江

　
　
　
　

〃　
　
　
　

藤
原　
　

卓
史

　
　
　
　

〃　
　
　
　

三
吉　
　

義
幸

内
海
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱　

田
坂　
　

時
枝

内
海
造
船
㈱　
　

安
藤　
　
　

暢

　
　
　
　

〃　
　
　
　

大
岡　
　

公
男

　
　
　
　

〃　
　
　
　

和
木　
　

孝
博

日
立
造
船
因
島
生
活(

協)　
藤
村　

真
由
美

㈲
平
木
調
剤
薬
局　
　

田
中　

恵
美
子

㈲
平
木
鉄
工
所　
　

平
木　
　

隆
幸

　
　
　
　

〃　
　
　
　

村
上　
　
　

理

万
田
発
酵
㈱　
　

大
森　
　

裕
美

　
　
　
　

〃　
　
　
　

片
山　
　

有
司

　
　
　
　

〃　
　
　
　

寺
原　
　
　

淳

　
　
　
　

〃　
　
　
　

峯
松　
　

雅
弘

(

社
福)

若
葉　
　

村
上　

美
佐
子

30
年
表
彰

■
事
業
所
数
５
件
■
被
表
彰
者
数
８
名

因
島
商
工
会
議
所　
　

田
中　
　

洋
平

因
島
鉄
工
㈱　
　

神
野　
　

喜
久

　
　
　
　

〃　
　
　
　

山
下　
　

重
弘

㈱
三
和
ド
ッ
ク　
　

濱
口　
　

誠
二

　
　
　
　

〃　
　
　
　

村
上　
　

光
則

㈲
富
喜
商
会　
　

宮
地　
　
　

太

日
昇
無
線
㈱　
　

井
川　
　

信
夫

　
　
　
　

〃　
　
　
　

藤
原　
　

隆
成

40
年
表
彰

■
事
業
所
数
４
件
■
被
表
彰
者
数
10
名

㈱
因
島
加
工
セ
ン
タ
ー　

川
中　
　

恵
司

因
島
鉄
工
業
団
地(

協)　
平
木　
　

悦
子

㈱
三
和
ド
ッ
ク　
　

岡
野　
　

正
樹

　
　
　
　

〃　
　
　
　

中
村　
　

研
一

内
海
造
船
㈱　
　

阿
部　
　

眞
吾

　
　
　
　

〃　
　
　
　

大
内　
　

一
美

　
　
　
　

〃　
　
　
　

岡
野　
　
　

孝

　
　
　
　

〃　
　
　
　

久
保　
　

勝
幸

　
　
　
　

〃　
　
　
　

新
谷　
　

修
美

　
　
　
　

〃　
　
　
　

森
本　
　

達
也

会
員
と
共
済
加
入
者
の
集
い

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
挙
行



インフォメーション

会
議
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
26
年
２
月

3
月

1 

土 

Ｈ
26
年
度
亀
井
静
香
後
援
会
新
年
互
例
会

3 

月 

青
申
コ
ー
ナ
ー
従
事
者
研
修
会

4
火
5
水 

事
務
局
長
会
議

７ 

金 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
投
票
〆
切

 
 

総
務
委
員
会

8 

土 

閉
所

9 

日 

珠
算
検
定

12 

水 

組
織
強
化
セ
ミ
ナ
ー

 
 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
選
考
委
員
会
／
観
光
運
輸
委
員
会

13 

木 

経
済
交
流
会

 
 

経
済
交
流
会
懇
親
会

17 

月 

所
得
税
申
告
受
付
開
始

20 

木 

造
船
講
演
会

22 

土 

閉
所

23 

日 

第
１
３
６
回
簿
記
検
定
試
験

 
 

第
34
回
い
ん
の
し
ま
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

26 

水 

正
副
会
頭
会
議
／
常
議
員
会

27 

木 

愛
媛
・
広
島
商
工
会
議
所
専
務
理
事
会
議

28 

金 

Ｈ
25
年
度
備
後
地
域
商
工
会
議
所
会
頭
会
議

６ 

木 

３
ｃ
ｃ
ｉ
工
業
委
員
会
交
流
懇
談
会

８ 

土 

閉
所

22 

土 

閉
所

28 

金 

経
済
講
演
会
／
田
村
秀
男
氏

 
 

議
員
総
会

利
子
補
給
交
付
申
請
の
お
願
い

　

広
島
県
最
低
賃
金
金
額
の
改
定（
時
給
額
７
３
３
円　

平
成
25
年
10

月
24
日
か
ら
発
効
）に
引
き
続
き
、広
島
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。改
定
さ
れ
た
の
は
製
鉄
業
等
７
種
類
の
特
定

最
低
賃
金
で
12
月
31
日
か
ら
発
行
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
以
降
、「
各
種
商
品
小
売
業
」の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん

（
発
効
日
：
平
成
23
年
12
月
31
日
）。

【
お
問
合
せ
先
】

広
島
労
働
局
賃
金
室（
☎
０
８
２‐

２
２
１‐

９
２
４
４
）

尾
道
労
働
基
準
監
督
署（
☎
０
８
４
８‐

２
２‐

４
１
５
８
）

　

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金（
マ
ル
経
）を
ご
利
用
さ
れ
た
方
に

対
し
て
、尾
道
市
か
ら
年
１
％
の
利
子
に
相
当
す
る
額
が
補
給
さ
れ
ま

す
。25
年
度
分（
Ｈ
25
年
４
月
〜
Ｈ
26
年
３
月
ま
で
の
返
済
分
）の
利
子

補
給
金
の
請
求
を
す
る
に
あ
た
り
、マ
ル
経
ご
利
用
者
様
に
資
料
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、左
記
の
書
類
を
因
島
商
工
会
議
所
ま
で
ご
提

出
下
さ
い
。

◆
提
出
書
類

①
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
②
請
求
書
③
納
税
証
明
書

※

提
出
期
限　

平
成
26
年
２
月
21
日
㈮

○
尾
道
地
域 

企
業
合
同
説
明
会’

開
催
に
つ
い
て　

当
協
議
会
で
は
、毎
年
春
と
夏
に
、「
尾
道
地
域 

企
業
合
同
説
明
会
」を

開
催
し
て
お
り
、今
春
は
４
月
11
日
㈮
に
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
27
年（
２
０
１
５
年
）春
新
卒
予
定
の
大
学
生
等
を
は
じ
め
、既

卒
者
や
一
般
求
職
者
も
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。将
来
の
尾
道
を
担

う
人
材
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
で
す
。採
用
計
画
の
拡
大
を
ご
検
討
の
う

え
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。参
加
希
望
の
事
業
所
は
、本
会
誌
に
同
封

し
て
お
り
ま
す
案
内
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
書
を
記
入
し
、尾
道
市
商
工

課
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URL

：http://w
w
w.bbbn.jp/~furusato

】

お
問
い
合
わ
せ
先

尾
道
市
ふ
る
里
就
職
促
進
協
議
会
事
務
局　

尾
道
市
商
工
課　

☎
０
８
４
８‐

２
５‐

７
１
８
３

尾
道
市
ふ
る
里
就
職
促
進
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

広
島
県
最
低
賃
金
・
広
島
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

製鉄業等 ８４７円

金属製品製造業 ８１２円

はん用機械器具等製造業 ８２０円

電子部品等製造業 ７８０円

自動車・同附属品製造業 ８０１円

船舶等製造業 ８４２円

自動車小売業 ７９８円

各種商品小売業 （７７０円）

特定（産業別）最低賃金が
適用される業種

最低賃金額
（時間額）

●
組
織
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

「
最
高
の
チ
ー
ム
」を
つ
く
る

　
　

シ
ン
プ
ル
な
仕
掛
け

日
時　

２
月
12
日
㈬
19
時
〜

会
場　

因
島
商
工
会
議
所
４
階
ホ
ー
ル

定
員　

50
名　

受
講
料　

無
料（
非
会
員
千
円
）

講
師　

黒
岩
禅
氏

　
　
　
（
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
事
業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

●
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー

「
お
も
て
な
し
の
心
で
、

　
　

あ
な
た
の
お
店
が
変
わ
る
」

日
時　

２
月
13
日
㈭
15
時
〜

会
場　

因
島
商
工
会
議
所
４
階
ホ
ー
ル

定
員　

30
名　

受
講
料　

無
料（
非
会
員
三
千
円
）

講
師　

嵜
本
渉
氏

　
　
　
（
株
式
会
社
都　

代
表
取
締
役
）

●
造
船
講
演
会

「
今
後
の
海
運
、造
船
、

　
　

舶
用
業
界
の
見
通
し
」

日
時　

２
月
20
日
㈭
13
時
半
〜

会
場　

因
島
商
工
会
議
所
４
階
ホ
ー
ル

定
員　

50
名　

受
講
料　

無
料

講
師　

柿
島
勝
氏

　
　
　
（
柿
島
勝
会
計
事
務
所
代
表
）

講
演
会
の
お
知
ら
せ



　

今
期
の
新
規
受
注
は
２
隻
で
あ
っ
た
が
採
算
は

よ
く
な
い
。円
安
の
影
響
で
若
干
利
益
が
出
た
も

の
の
全
体
で
の
大
幅
な
改
善
に
は
至
っ
て
い
な

い
。前
年
同
期
と
比
べ
る
と
、新
造
船
が
あ
る
こ
と

で
ド
ッ
ク
が
空
い
て
い
る
期
間
は
な
い
が
、ま
だ

先
は
、厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

対
前
年
同
月
比
は
横
ば
い
で
景
況
感
に
変
化
が

な
い
。先
行
き
の
景
況
は
、緩
や
か
に
下
降
傾
向
で

あ
る
。

　

対
前
年
同
月
比
は
、円
安
の
影
響
か
ら
仕
入
れ

価
格
が
上
昇
し
た
う
え
、景
況
も
少
し
下
降
し
た
。

先
行
き
で
は
緩
や
か
に
下
降
傾
向
で
あ
る
。

　

新
規
受
注
や
官
公
庁
の
受
注
は
上
昇
傾
向
が
見

ら
れ
、前
年
同
月
比
で
の
景
況
Ｄ
Ｉ
▲
25
で
あ
っ

た
。景
況
Ｄ
Ｉ
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

　

因
島
モ
ー
ル
は
駐
車
場
も
広
く
集
客
力
が
あ
る

た
め
、非
常
に
影
響
が
あ
り
、収
益
が
下
が
っ
て
い

る
。因
島
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

中
で
大
型
店
舗
数
が
過
剰
と
考
え
ら
れ
、対
策
と
し

て
は
、他
店
と
の
差
別
化
を
強
化
す
る
こ
と
で
顧
客

を
増
や
し
、高
齢
者
を
対
象
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
替

え
て
い
く
等
で
あ
る
。

　

前
年
同
期
と
比
べ
る
と
、客
単
価
は
、因
島
モ
ー

ル
の
開
店
で
会
社
帰
り
の
客
足
が
減
少
し
、下
降

し
た
。売
上
も
前
年
同
月
と
比
べ
る
と
減
少
し
た
。

因
島
モ
ー
ル
は
駐
車
場
が
広
い
の
で
、車
で
の
お

客
に
利
便
性
が
良
い
か
ら
そ
こ
に
流
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。一
方
、移
動
販
売
の
方
は
当
初
予
算

計
画
以
上
の
成
果
が
あ
り
、高
齢
の
買
い
物
弱
者

は
多
い
と
思
う
。

　

前
年
同
期
比
で
は
売
上
が
減
少
し
、景
況
も
悪

化
。来
期
も
悪
化
傾
向
で
あ
る
。

　

前
年
同
月
比
で
は
仕
入
価
格
が
上
昇
し
、景
況

Ｄ
Ｉ
は
下
降
傾
向
で
あ
る
。

　

前
回
９
月
調
査
の
改
善
の
兆
し
の
期
待
と
は
逆

に
全
Ｄ
Ｉ
が
悪
化
し
、景
況
Ｄ
Ｉ
は
▲
１
０
０
と

な
っ
た
。先
行
き
は
景
況
が
上
昇
す
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
。

　

販
売
量
は
商
・
工
業
用
共
に
前
年
対
比
で
は
下

降
傾
向
で
、天
候
や
気
温
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、温

か
い
日
が
続
い
た
こ
と
と
、以
前
か
ら
の
問
題
で

あ
る
人
口
の
減
少
、高
齢
化
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
、先
行
き
も
横
ば
い
の
見
込
み
で
あ
る
が
、造
船
の

活
況
か
ら
の
影
響
に
期
待
し
て
い
る
。（
ガ
ス
関
連
）

　

前
年
同
月
比
の
景
況
Ｄ
Ｉ
は
前
回
９
月
調
査
よ

り
は
、上
昇
し
た
が
、先
行
き
は
横
ば
い
で
推
移
す

る
見
込
み
。（
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業
）

　

前
回
９
月
調
査
か
ら
景
況
Ｄ
Ｉ
が
▲
１
０
０
か

ら
▲
50
と
な
り
、多
少
上
昇
し
た
が
、ま
だ
、好
転

の
兆
し
が
み
え
な
い
。来
期
も
横
ば
い
で
推
移
す

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

前
回
９
月
調
査
と
比
べ
、対
前
年
同
月
比
の
売

上
Ｄ
Ｉ
が
下
降
し
た
。忘
年
会
で
の
宴
会
や
造
船

関
係
者
の
宿
泊
が
減
っ
た
の
と
、更
に
仕
入
価
格

が
上
昇
し
た
た
め
、苦
戦
し
て
い
る
。景
況
Ｄ
Ｉ
は

▲
67
で
あ
り
。先
行
き
比
較
も
下
降
傾
向
で
あ
る
。

　

対
前
年
同
月
比
で
は
、仕
入
れ
価
格
が
前
回
９

月
期
よ
り
上
昇
、景
況
Ｄ
Ｉ
▲
50
で
、先
行
き
景
況

Ｄ
Ｉ
も
下
降
傾
向
で
あ
る
。

◆
内
海
造
船
関
連
◆

　

〜
海
外
か
ら
の
造
船
受
注
増
〜

　
「
円
安
で
、海
外
の
船
主
の
注
文
に
応
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」と
内
海
造
船
の
森
弘
行

社
長
が
お
話
し
さ
れ
た
。

　

本
年
度
の
受
注
は
内
定
を
含
め
て
９
隻
。昨
年

度
の
６
隻
を
既
に
上
回
り
、２
０
１
５
年
度
秋
ご

ろ
ま
で
の
仕
事
量
を
確
保
し
た
。昨
年
に
比
べ
、ド

ル
に
対
し
て
約
20
円
も
円
安
で
造
船
業
界
の
受
注

環
境
は
好
転
、韓
国
、中
国
勢
に
対
す
る
競
争
力
を

取
り
戻
し
、海
外
の
船
主
か
ら
の
発
注
が
増
え
た

こ
と
で
、国
内
で
造
る
船
が
な
く
な
る
と
心
配
さ

れ
た「
２
０
１
４
年
問
題
」は
解
消
し
つ
つ
あ
る
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
受
注
を
減
ら
し
、昨

年
ま
で
の
受
注
低
迷
が
影
響
し
、瀬
戸
田
工
場
で

５
ヵ
月
、因
島
工
場
で
４
ヵ
月
の
間
、船
を
造
る
台

が
空
い
た
た
め
建
造
ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
凌
い
で

き
た
。入
社
40
年
の
幹
部
が「
過
去
に
船
台
が
空
い

た
記
憶
は
な
い
」と
い
う
事
態
の
中
、燃
費
性
能
の

高
い
エ
コ
シ
ッ
プ
の
開
発
や
造
る
船
の
多
様
化
な

ど
、厳
し
い
環
境
下
で
進
め
た
企
業
努
力
も
、受
注

回
復
に
つ
な
が
っ
た
。

大
型
店

サ
ー
ビ
ス
に
替

は
、因
島
モ
ー

減
少
し
、下
降

前
り
は

る
見前

生　

協

一
般
小
売
業

ス
ー
パ
ー

飲
食
業

ホ
テ
ル

運
輸
関
係

卸
売
関
係

ガ
ス
及
び
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

　

全
業
種
Ｄ
Ｉ
は
、▲
40
と
前
回
９
月
調
査
と
比
較
す
る
と
９
ポ
イ
ン
ト
回

復
し
た
。造
船
業
界
は
円
安
に
よ
り
受
注
量
が
増
え
、２
０
１
４
年
問
題
が

解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、非
製
造
業
の
う
ち
卸
売
、小
売
業
は
、因
島
モ
ー
ル

の
開
店
に
よ
り
、客
足
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、景
気
回
復
は
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。今
期
は
45
件
か
ら
回
答
が
あ
り
、回
答
の
構
成
は
製
造
業
が

38
％
、建
設
業
が
９
％
、卸
売
業
が
16
％
、小
売
業
が
16
％
、サ
ー
ビ
ス
業
が

22
％
で
あ
っ
た
。景
況
Ｄ
Ｉ
で
は
広
島
県
東
部
地
区
と
の
差
は
約
▲
39
の
開

き
が
出
て
お
り
因
島
地
域
の
厳
し
さ
が
伺
え
る
。

因
島
業
界
動
向　

平
成
25
年
10
月
〜
12
月
調
査
結
果

広
島
県
東
部
地
区
と
の
差
は
約
▲
39
の
開
き
。

ＤＩ(景気動向指数：Diffusion index)とは・・・そ
れぞれの調査項目にたいしてプラス傾向（増加・
改善）の回答割合からマイナス傾向（減少・悪化）
の回答割合を差し引いたもの。このＤＩは基本
的には変化の方向を表す。

船
舶
造
修

食
料
品
製
造
業

建
設
業

機
械
金
属

し
下
降
し
た
。

で
あ
る
。

上
昇
傾
向
が
見

因客考計は
多

た
が
採
算
は

利
益
が
出
た
も

らた
。大

厳
し
さ
が
伺
え
る

ば
い
で
推
移
す

が
▲
１
０
０
か

が
、ま
だ
、好
転

れ年５が
空

き

景
況
Ｄ
Ｉ
は

傾
向
で
あ
る
。

格
が
前
回
９

先
行
き
景
況



　

因
島
技
術
セ
ン
タ
ー
は
平
成
11
年
、

尾
道
市
因
島
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

造
船
・
舶
用
工
業
の「
技
能
伝
承
」と「
次

世
代
人
材
育
成
」を
目
的
に
、行
政
と
造

船
・
舶
用
工
業
界
が
官
民
一
体
と
な
っ

て
設
立
し
た
職
業
訓
練
校
で
す
。平
成

13
年
に
広
島
県
知
事
か
ら
造
船
・
舶
用

工
業
で
は
全
国
初
と
な
る「
共
同
認
定

職
業
訓
練
校
」の
認
定
を
受
け
、研
修
に

お
け
る
費
用
対
効
果
と
研
修
修
了
者
の

定
着
率
の
よ
さ
か
ら「
人
材
育
成
の
因

島
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
、全
国
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。平
成
16
年
度
以
降
は
国
土
交
通
省
と
日

本
財
団
の
財
政
支
援
に
よ
り
、因
島
技
術
セ
ン
タ
ー
の
事
業
モ

デ
ル
と
研
修
ノ
ウ
ハ
ウ
を
業
界
全
体
で
活
用
す
べ
く
、日
本
中

小
型
造
船
工
業
会
内
に「
造
船
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
」が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
支
援
の
も
と
で
同
様
の
研
修
セ
ン
タ
ー
が
今

治
市
、臼
杵
市
・
佐
伯
市
、横
浜
市
、長
崎
市
、相
生
市
に
設
立
さ

れ
、因
島
技
術
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、平
成
17
年
に
は
広
島
県

知
事
表
彰
、平
成
23
年
に
は
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。こ
の
部
門
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
た
団
体
は
、同
セ
ン

タ
ー
が
全
国
唯
一
で
す
。

　

因
島
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、行
政
と
地
域
の
産
業
界
が
一
丸
と

な
っ
て
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
全
国
で
も
珍
し
い
取
り

組
み
で
す
。地
域
の
造
船
・
舶
用
工
業
と
尾
道
市
が
運
営
協
議
会

（
事
務
局
は
尾
道
市
因
島
総
合
支
所
し
ま
お
こ
し
課
）を
設
置

し
、主
に
受
講
料
と
各
種
補
助
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

国
土
交
通
省
、公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
、社
団
法
人
日
本
造
船

工
業
会
、社
団
法
人
日
本
中
小
型
造
船
工
業
会
、社
団
法
人
日
本

造
船
協
力
業
者
団
体
連
合
会
な
ど
か
ら
も
様
々
な
支
援
を
受
け

て
お
り
、各
地
域
セ
ン
タ
ー
と
広
域
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
か
ら
初
任
者
研
修
を
開
講
し
て
い
る
ほ
か
、平
成
16

年
度
に
撓
鉄（
ぎ
ょ
う
て
つ
）初
級
専
門
技
能
研
修
、平
成
17
年
度

に
溶
接
中
級
専
門
技
能
研
修
を
開
講
し
て
い
ま
す
。本
年
よ
り
Ｔ

Ｉ
Ｇ
溶
接
コ
ー
ス
を
取
り
入
れ
、因
島
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
初
め

て
、Ｔ
Ｉ
Ｇ
で
の
Ｎ
Ｋ
技
量
試
験
の
資
格
取
得
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。若
手
技
術
者
の
育
成
の
た

め
、海
上
技
術
安
全
研
究
所
と
共
同

で
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、船
舶
海
洋
工
学
研
修
を
開
講
し

た
ほ
か
、Ｉ
Ｍ
Ｏ（
国
際
海
事
機
関
）

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
船
舶
の
防

食
塗
装
に
関
す
る
国
際
性
能
基
準

（
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）の
対
応
を
図
る
た
め
、

Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
塗
装
性
能
基
準
対
策
講

座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
は
、29
名
の
受
講
者
で
ス
タ
ー
ト
し
た
因
島
技
術

セ
ン
タ
ー
の
研
修
で
し
た
が
、各
種
の
研
修
や
対
策
講
座
を
開

講
し
た
こ
と
に
よ
り
、受
講
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。瀬
戸

内
海
地
域
は
県
境
や
市
境
が
入
り
組
む
地
域
性
も
あ
り
、因
島

技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
設
立
時
よ
り
研
修
を
オ
ー
プ
ン
化
し
、受

講
割
合
は
市
内
事
業
者
が
64
・
８
％
、市
外
事
業
者
が
35
・
２
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

撓
鉄
は
造
船
業
特
有
の
厚
鋼
板
の
曲
げ
加
工
で
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
は
う
ま
く
い
か

な
い
経
験
と
勘
が
求
め
ら
れ
る

匠
の
技
で
す
。撓
鉄
初
級
専
門
技

能
研
修
の
修
了
者
又
は
同
等
の

能
力
を
有
す
る
撓
鉄
中
堅
技
能

者
向
け
の
研
修
で
、同
セ
ン
タ
ー

で
の
み
開
講
さ
れ
て
い
る
の
で

全
国
か
ら
受
講
者
が
訪
れ
て
い

ま
す
。プ
レ
ス
と
線
状
加
熱
に
よ

る
深
絞
り
の
皿
型
、鞍
型
、捻
れ
板
等
の
複
雑
な
曲
面
外
板
の
施

工
方
法
の
習
得
を
目
指
し
、研
修
修
了
後
は
、造
船
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー
発
行
の「
撓
鉄
２
級
」認
定
証
が
取
得
で
き
ま
す
。

　

以
前
は
各
会
社
で
技
術
を
伝
承
す
る
ス
タ
イ
ル
が
で
き
て
い

ま
し
た
が
、団
塊
の
世
代
の
退
職
を
控
え
た
中
で
、教
育
体
制
の

確
立
が
必
要
に
な
り
、各
会
社
が
協
力
し
あ
っ
て
同
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
ま
し
た
。製
造
業
の
現
場
で
は
、少
子
高
齢
化
と
若
者

の
地
元
離
れ
が
進
ん
で
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、即
戦
力
と
な
る

技
能
・
技
術
者
の
育
成
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。造
船
業
界
の

従
業
員
平
均
年
齢
も
下
が
っ
て
お
り
、セ
ン
タ
ー
は
行
政
機
関

や
日
本
財
団
、造
船
関
連
団
体
な
ど
幅
広
い
支
援
を
受
け
な
が

ら
、今
後
も
地
域
の
人
材
を
育
て
る
た
め
に
現
在
ま
で
築
い
て

き
た
技
術
を
伝
承
し
て
い
き
た
い
で
す
。

因
島
技
術
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
事
務
局

尾
道
市
因
島
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生
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■
設
立
と
概
要

■
運
営
ス
キ
ー
ム

■
今
後
の
抱
負

　因島技術センター
特集－造船技術伝承、人材育成の因島モデル－

センター長　加登　峯雄

■
各
種
研
修
内
容

■
撓
鉄
中
級
専
門
技
能
研
修



特産品の「八朔」の妖精を親し
みやすくキャラクター化しまし
た。因島村上水軍をイメージ
した船ファッションで、因島の
魅力を元気に全国へ発信しま
す。もちろん趣味は囲碁です。

因島の魅力を多くの人に知っ
てもらおうと頑張るはっさく
の妖精。水軍まつりが大好き
で、人なつっこい性格。趣味は
お花を育てること。はっさくの
ゼリーや大福がお気に入り♡

因島の魅力は県外の私から
は、やはりミカン、除虫菊、水
軍祭りです。また、島の人たち
のように、本当に優しくて、あ
たたかく、人懐っこい男の子
です。

八朔の爽やかな香りと風味を
イメージしたビタミンカラー。
おなかの「の」で、因島の読み
方を定着させる。【設定】趣味：
ゆるキャラ仲間と囲碁、特技：
跳楽舞、好物：はっさく大福、
性格・口グセ：すぐ「ごめん」。

体ははっさくです。除虫菊を飾
りにしています。スカート部分
は瀬戸内海をイメージしまし
た。

囲碁が大好きなおんなのこ。囲
碁が有名な因島に遠い星から
やってきたが、因島の魅力にひ
かれてそのまま移住した。ずき
んにつけているのははっさくの
アクセサリー。「いーご、いー
ご。（いいの、いいの。）」が口癖。

因島の「はっさく」と、「水軍
城」のイメージからキャラク
ターを作成。強そうに見せか
けているけど、ロマンチックな
ところもある。好きなことは天
狗山から夕日を眺めること。
特技は、はっさくの早むき。

特産品の柑橘類をかぶり水軍
まつりに参加している姿や因
島をＰＲしている姿にイメー
ジして表しました。

　因島商工会議所では、因島のシンボルとして魅力や特性を島の内外にＰＲし、島のイメージアップや観光振興を図るため、因
島のイメージキャラクター「ゆるキャラ」のデザインを募集したところ、823作品の
ご応募をいただきました。この度、選考委員会による厳正な審査の上で８作品を
最終候補として選び、この中から、皆様にも投票によりご参加いただき『因島の
ゆるキャラ』（１作品）を決定いたします。（※投票期間　2014.1.10~2015.2.7）

　　　　くじ付き因島水軍ふるさと商品券について
■因島地域商業活性化事業として商工会議所と小規模店舗が一体となって、地域経済活性化のために、贈って喜ばれ、貰って
嬉しい、くじ付きの商品券を発行いたしました。
　商品券を5,000円分購入ごとに抽選券を購入者とその商品券を贈られた方へそれぞれ進呈します。抽選につきましては、半年
ごとに抽選し、予算に応じて賞品をプレゼントします。商品券の使える加盟店を随時募集しておりますので、お気軽にご連絡く
ださい。
＜商品券概要＞  初回発行総額    3,000万円（一枚　1,000円）
＜使用期限＞    購入日から６カ月以内・購入金額の制限はありません。
詳しくはこちらの専用サイトをご覧ください。　http://cci.in-no-shima.jp/pr/shouhinken/

８つの中から皆様の投票結果により、因島のゆるキャラが決定します！

〇最優秀作品に選ばれた作品に投票して下さった中から3名様
〇ゆるキャラ名が採用された中から1名様

商品券1万円を抽選で4名様にプレゼント‼

2月中旬
決定





■雇用状況 ■因島　人口・世帯数

■因島金融データ ※詳しくは「尾道市ふる里就職促進協議会」へ 　☎  (0848)25-7182

平成26年1月23日現在「因島・瀬戸田地域」での就職を希望する人 

雇用状況Ⅱ（平成25年11月末現在） 人口(平成26年1月現在)　(　)内は前月比雇用状況Ⅰ（平成25年11月末現在）

融資斡旋状況（25年度累計／12月現在　単位：万円）

日本政策金融公庫
（マルケイ）
日本政策金融公庫
（その他）

合　　計

市内金融機関／預貸内訳・金額（単位：百万円）市内金融機関／預貸状況（単位：百万円）

●人口 24,986 (▲　15) 人

　　　男 12,232 (▲　　7) 人

　　　女 12,754 (▲　13) 人

●世帯 11,882 (　　　1) 世帯

　 年齢 希望職種 希望月収 経験業務 免許・資格

 １ 23 機械分野全般 14万 新卒 普通自動二輪・普通自動車免許・パソコン検定3級

 ５ 23 特になし 14万～15万 放送・情報通信、TV・ネット営業・設定、パソコンの販売・接客 普通自動車第一種免許・ITパスポート試験・情報活用試験１級

 ７ 21 出版・小売（書店など） 特になし 新卒 普通自動車運転免許、学芸員資格取得予定

 ８ 45 営業職、他 25万 建築営業・HP管理・見学会他イベント企画、木造住宅設計他 普通運転免許一種・宅地建物取引主任者・二級建築士

 ９ 21 特になし 特になし 新卒 普通自動車第一種運転免許（AT限定）

 12 38 社会福祉の分野 20万 総務・人事関連、普及・営業、臨時教諭 小学校教諭１種免許状、ファイナンシャルプランナー

 15 21 事務職、接客 14万 新卒 ＩＴパスポート試験、漢字検定2級、普通自動車免許、秘書検定2級

 16 31 営業、企画・事務等 20万～25万 生命保険、損害保険営業他 TOEIC630点、2級ファイナンシャル・プランニング技能士他

 20 29 販売サービス系 20万 販売員 小型船舶操縦士免許二級取得、普通自動車第一種免許他

登録No.

 項　　目 当月 前月差 前年同月差

新規求人倍率(倍) 1.79 0.12 0.26

有効求人倍率(倍) 1.12 0.1 0.21

就　職　率(％) 50.4 6.3 8.71

 項　　目 当月 前月差 前年同月差

適用 事 業 所 数 3,066 0.2 0

被 保 険 者 数 39,659 0.1 0.1

基本手当受給者数 633 ▲12.2 ▲20.4

 項　　目 申込件数 申込金額 実行件数 実行金額

　 44 41,000 43 39,800

　 0 0 0 0 

 44 41,000 43 39,800

■ふ る 里 就 職 登 録 者 一 覧

【会員の動き】

事業所数 12 月  １日 1,040  1 月 31 日 1,042 期間内移動 入会 4 脱会 2

 項 目 25年12月末 24年12月末 対前年比

預　金 119,432 114,412 104.4

貸出金 32,324 31,781 101.7

 項　目 25年12月末 24年12月末 対前年比
当座預金 6,191 5,784 107.0
普通預金 43,017 40,848 105.3
定期預金 65,348 62,314 104.9
その他預金 4,876 5,466 89.2

　事業所名 　　代表者 　事業内容 　　住　　　所 　電話番号
（長尾英之） 長尾　英之 大工 尾道市因島三庄町 1952-7 0845-22-6767
豊栄 岡野　誠 船舶（組立て、溶接） 尾道市因島洲江町 838 0845-28-1307
片山総業 片山　一也 船舶造修業 尾道市美ノ郷町三成 3011 080-1946-7951
ピアノ・エレクトーン教室 高橋奈穂美 ピアノ・エレクトーン指導 尾道市因島中庄町 4492-5 0845-24-3641



尾道税務署からのお知らせ
★　平成25年分の確定申告の相談及び申告書の受付は

※　平成25年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、2月16日（日）から3月17日（月）
　ですが、土・日曜日は税務署の閉庁日であり、申告の相談及び窓口での申告書の受付は行っており
　ませんので、ご注意ください。
　　なお、申告書は、郵送等又は税務署の時間外収受箱への投函により提出することができます。

★　申告会場の開設日程について
設置期間： 平成26年２月17日(月)から 平成26年３月17日(月)まで
場　　所： 尾道税務署　 ３階
相談時間： ９：00～17：00（受付は９：00～16：00）
【ご注意ください】
※税務署の駐車場は台数に限りがありますので、来場の際には公共交通機関をご利用ください。
※申告期限間近になると会場内が大変混雑しますので、お早めに申告されることをお勧めします。

★　出張相談会場の開設日程について

★　復興特別所得税が創設されました。
　平成25年分から平成49年分までの各年分については、所得税と併せて復興特別所得税の申告及び納付を
することとされています。
　復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則として、その年分の所得税額）に2.1％の税率を掛け
て計算した金額です。

★　申告所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税の納税は、
　　便利・安心・確実な口座振替をご利用ください。

　ご利用に当たっては、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を作成し、納期限までに税務署
又は金融機関に提出していただく必要があります。
　※　既に口座振替をご利用の場合は、新たに提出していただく必要はありません。

　　 確定申告に関するお問い合わせ先
尾道税務署　　（電話）0848－22－2131（代表番号）
　　　　　　　　〒722-8505　尾道市古浜町２７番１８号
下記のホームページでも、税金に関する情報を提供しています。ぜひご覧ください。
国税庁ホームページ「タックスアンサー」　www.nta.go.jp/taxanswer

所得税及び

復興特別所得税

消費税 及び地方消費税

　　平成26年２月17日(月)から
　　平成26年３月17日(月)まで
※還付申告については、平成26年１月６日（月）以降、
相談及び申告書の受付ができます。

　　平成26年３月31日(月)まで

　地　　　区 開　設　日 　相 談 時 間 会　　場　　名

尾道市因島地域 ２月26日（水） ９：15～17：00 因島市民会館
  （受付は９：15～16：00） 
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「瀬戸内しまのわ2014」３月21日（金・祝）開幕！

　３月21日（金・祝）の宮島でのオープニングイベントを皮切りに，広島・愛媛の島しょ
部及び臨海部で「瀬戸内しまのわ2014」が開催されます。「春のメインイベント」は３
月～５月にかけて広島県内６か所，愛媛県内５か所の合計11か所で開催されます。
因島では，５月までにメインイベントを含め多数のイベントを用意して、皆様のお越
しをお待ちしております。下記に紹介するイベントは一部です。詳しくは公式サイトを
ご覧ください。

●いんのしまさくらまつり　４月13日(日)
  桜の名所因島公園で，花見をしながらステージイベントなど様々なイベントをお楽しみいただけます。

★春のメインイベント「散歩散走 in 尾道」４月19日(土）～８月31日(日）
尾道市沿岸部及び島しょ部で，春から夏休みまでの尾道を「サイクリング＆ウォーキングパラダイスゾーン」
とし、誰でも参加でき，おもいおもいに島をめぐる散歩散走パスポートを使用したスタンプラリーイベント
を実施します。

●因島アメニティ公園まつり　５月３日(土)，４日(日)（予定）
　近海でとれた鮮魚、新鮮野菜、柑橘、手作り郷土料理などの特産品販売や焼きそば、うどん、かき氷など
の屋台販売を行うほか，青空市、魚のつかみどり、村上水軍の伝令船小早などの体験プログラムを実施し
ます。

「瀬戸内しまのわ2014」開催期間
平成26年３月21日（金・祝）～10月26日（日）
公式ホームページ ： http://www.shimanowa2014.jp/
facebookアドレス ： https://www.facebook.com/setouchi.shimanowa2014

（公式サイト春イベント）

サイクリングサイクリング 因島大橋因島大橋サイクリング 因島大橋

平成26年   2 月   23 日（日）
|食事時間 |　12時 00分～ 13時 00分
| 開演時間 |　13時 00分～ 15時 00分

●送迎のご案内　11：30~12：00の間、土生港とホテルをピストン運行します。（無料）

http://www.hotel- innoshima. jp/

お一人様お一人様 ５,０００円　税込円　税込
（食事代込み）

お一人様 ５,０００円　税込
（食事代込み）


